
常陸那珂港区 津波ハザードマップ ●浸水想定について 

●津波予報について 
気象庁は、地震発生後、津波による災害の発生が予想される場合、地震が発生してから約3分を目標

に、大津波警報や津波警報又は、津波注意報を発表します。その内容は、津波の到達予想時刻や予

想される津波の高さなどです。（常陸那珂港区を含む茨城県沿岸は茨城県として発表されます） 

（ 気象庁HP（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/tsunamiinfo.html）を一部改変 ） 

●津波浸水深・水位変動について  ●津波浸水深の目安 

●津波の情報を得るには 

●港湾における関係機関 

●災害時の安否確認 
災害用伝言ダイヤル「171」 

地震や津波などの災害発生時は、電話の利用が爆発的に増

加し、電話がつながりにくい状況が1日～数日間続くことがあ

ります。 

このサービスは、被災地域とその他の地域間での安否確認

等を音声により伝達する「ボイスメール（声の伝言板）」です。 

 

災害用伝言板 

地震や津波などの災害発生時に各携帯電話会社が提供す

るメッセージの伝言板の役割を果たすシステムです。 

 

災害用伝言板（web171） 

地震や津波などの災害発生時にスマートフォンやパソコンか

ら安否確認を行うことができます。 

URL：https://www.web171.jp 

ハザードマップはあくまでも目安です！ 

 このハザードマップは、全ての災害に対応するものではありません。記載された区域以外でも

津波による浸水の恐れがあります。日頃からハザードマップを参考に、避難経路や避難先を確認

し、状況に応じて早めの避難が出来るよう備えておきましょう。 

避難目標地点（高台） 

標高T.P.+25m 

避難目標地点（高台） 

標高T.P.+29m 

アウトゲートデッキ 

茨城県茨城港湾事務所 

茨城県流域下水道事務所 

那珂久慈浄化センター 

常陸那珂港 

ストックヤード 

国土交通省 

鹿島港湾・空港整備事務所 

茨城港出張所 

●避難経路内のゲートの運用について 
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臨港道路拡大図② 

北ふ頭内貿地区 
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独立行政法人国立病院機構

茨城東病院 

照沼小学校 

標高T.P.+30m 

ひたちなか市総合体育館 

避難目標地点（高台） 

標高T.P.+14m 

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号 平28情使、第564号） 

気象庁 

03-3212-8341 

水戸地方気象台 

029-224-1105 

防災行政無線テレホンサービス（ひたちなか市） 

029-275-3174 

防災行政無線テレホンサービス（東海村） 

0120-42-4848  

ひたちなか・東海広域事務組合消防本部 

029-273-0211 （緊急時119） 

ひたちなか警察署 

029-272-0110 （緊急時110） 

海上保安庁 第三管区海上保安本部 

茨城海上保安部 

029-263-4118 （緊急時118） 

国土交通省 鹿島港湾・空港整備事務所 

茨城港出張所 

029-285-5015 

茨城県茨城港湾事務所 

029-265-1260 

茨城県土木部港湾課 

029-301-4516 

ひたちなか市役所 

029-273-0111 

東海村役場 

029-282-1711 

インゲートデッキ 

メンテナンスショップ 

本ハザードマップは、茨城県が平成24年8月に公表した茨城県津波浸水想定をもとに作成しています。

最大クラスの津波をもたらすの2つの地震（下図）による津波浸水シミュレーション結果をもとに、浸水

域、浸水深、影響開始時間、最大遡上高を抽出しています。 

令和6年3月 茨城県茨城港湾事務所 

※地震津波発生の場合に備え、日頃より避難経路を確認しておきましょう。 

※津波避難施設とは、やむを得ず一時的に避難する「津波緊急退避用施設」です。避難の目標地点ではありません。 

※T.P.：東京湾平均海面 海面からの高さを表す基準です。 

津波避難時は通行することがで

きます。 

津波避難時は通行することが 

できます。 

津波避難時は通行することが 

できます。 

 

津波避難施設とは、やむを得ず一時的に退避する

「津波緊急退避用施設」です。避難の目標地点で

はありません。 

北ふ頭内貿地区 

津波避難施設（北ふ頭地区） 

（避難が間に合わない場合に利用） 

北埠頭内貿地区管理棟施設 

メンテナンスショップ 

インゲートデッキ アウトゲートデッキ 

北ふ頭外貿地区 

臨港地区の津波避難誘導看板の例 

○○○m 

○○○○○○

建物の高さ 地上○○ｍ 

地盤の高さ 海抜○○ｍ 

津波避難施設 
避難方向と 

避難先までの距離 

海辺にいる人々への人命に影響が出る 

恐れのある水位変化が生じるまでの時間 
地震発生後24分 

津波が遡上する最大の標高 T.P.+12.2m 

自治体指定避難所 

施設名称 住所 電話番号 

ひたちなか市総合体育館 ひたちなか市新光町49番地 029-273-9370 

照沼小学校 東海村照沼905-2 029-282-2024 

地震発生後すみやかに避難を開始しましょう！ 

凡例 

  自治体指定避難所 

  避難目標地点 

  津波避難施設 

  企業指定避難先 

  津波避難誘導標識 

  避難方向 

  ゲート・門扉 

  SOLASゲート 

  企業ゲート 

  フェンス 

      SOLASフェンス 

  公共施設 

凡例（津波浸水深） 

  0.3m未満 

  0.3m以上 1.0m未満 

  1.0m以上 2.0m未満 

  2.0m以上 5.0m未満 

  5.0m以上 10.0m未満 

  浸水エリア（浸水深不明） 

対象津波  
①今次津波 

（東北地方太平洋沖地震） 
②H23想定津波 

使用モデル  内閣府モデル 茨城県モデル 

概 
 

 

要  

説 明 

東日本大震災を引き起こし、東北から関東を

中心に甚大な被害をもたらした津波の再来を

想定。マグニチュードはMw=9.0 

平成19年に茨城県で想定した津波「延宝房総沖地

震津波」の震源域等を参考にした地震。マグニ

チュードはMw=8.4 

震 源  

  

震源域：岩手県沖～茨城県沖 

震源長：400km 

震源幅：200km 

震源域：房総沖 

震源長：280km 

震源幅：100km 

種  

類  

予想される津波の高さ 
港湾従事者が 

取るべき行動 
想定される被害 数値での発表 

（発表基準） 

巨大地震の 

場合の表現 

大 

津 

波 

警 

報 

10m超 

（10m＜高さ） 

巨大 
沿岸部で作業中の人は、ただちに

高台や津波避難施設などへ避難し

てください。津波は繰り返し襲って

くるので、津波警報が解除されるま

で安全な場所から離れないでくだ

さい。 

臨港地区内では津波により浸水

し、津波による流れに巻き込まれ

る。 

10m 

（5m＜高さ≦10m） 

5m 

（3m＜高さ≦5m） 

津 

波 

警 

報 

3m 

（1m＜高さ≦3m） 
高い 

臨港地区内の標高の低い場所で

は津波により浸水し、浸水被害

が発生する。人は津波による流

れに巻き込まれる。 

津 

波 

注 

意 

報 

1m 

（20cm≦高さ≦1m） 
（表記しない） 

岸壁付近で作業中の人は、ただち

に作業を中止し、岸壁から離れてく

ださい。津波注意報が解除される

まで作業を再開しないでください。 

沿岸域では速い流れに巻き込ま

れる。係留している小型船舶が

転覆する。 

用語の解説 
[浸水想定について] 

●浸水域・・・・・・・・・ 海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲 

●浸水深・・・・・・・・・ 陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地面から水面までの高さ 

●最大遡上高・・・・・ 各地域において、海岸線から陸域に遡上した津波の外縁位置での最大高さ（標高で表示） 

[津波水位変動について] 

●影響開始時間・・・ 海域を伝播してきた津波により、海岸線において初期水位から±20cm（海辺にいる人々の人命に影響が出る    

              おそれのある水位変化）の変化が生じるまでの時間  


